


  当病棟では冬期全館終日暖房にもかかわらず凍瘡が多く看護上の大きな問題

である。これに関して討議を重ねた結果、雪国のワラ靴にヒントを得、体温力

がある発泡スチロールを素材として、カイロを用いた足温器の製作を試み、車

椅子生活者に使用した結果もあり患者の受け入れも容易であったので報告する。


